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ヨハネによる福音書講解説教８２「キリストの友」 

出エジプト３３：７〜１１、ヨハネ１５：１１〜１７ 

 

「もはや、わたしはあなたがたを僕とは呼ばない。僕は主人が何をしているか知らないからで

ある。わたしはあなたがたを友と呼ぶ。父から聞いたことをすべてあなたがたに知らせたから

である」（１５節）ここでは「友」が「僕」と比較されているのがお分かりでしょう。主人と僕

の関係と友人同士の関係をイメージすることが求められています。そこですぐにわたしたちの

頭に浮かぶのは上下関係か対等な関係かということです。けれどもその関係性で捉えてしまう

とここで伝えようとしていることの意味が分からなくなってしまいます。イエスさまは決して

わたしたちと対等な関係を作ろうとされて「友」と言われたのではありません。 

 

「僕は主人が何をしているのか知らない」とあります。一般的に主人と僕との間には明確に線

引きがなされます。例えば主人のプライベートなことを僕に話すことはないでしょう。主人が

僕に悩みを打ち明け相談することはありません。そのように僕は主人を知らないのです。ただ

僕として主人の身の回りのお世話をしているに過ぎません。それ以上のことには踏み込まない。

それが基本的な主人と僕の関係性です。しかし友人となると話は違ってきます。友人なら心を

開いて相談することがあるでしょう。悩みを打ち明けたり、プライベートなことまで知ってい

るということがあります。家族に言えないことも友だちになら話せるということがあるかもし

れません。ここでイエスさまが言われている友というのは、そういう関係性のことです。対等

な関係ではなく何でも打ち明けることができる関係のこと。「父から聞いたことをすべてあな

たがたに知らせたからである」とあります。神さまの御心を全部さらけ出してくださった。 

 

それはすべてイエスさまのまことの人としてのお姿にすべて現されているように思います。「神

はその独り子をお与えになったほどに世を愛された」（３：１６）とあります。出し惜しみする

ことなく、ストレートにわたしたちを愛していることを伝えてくださった。神さまの御心はイ

エスさまにすべて現れています。イエスさまを見れば、いかに神さまがわたしたちを愛してお

られるかが分かるのです。そしてその愛は十字架の死に至るまで徹底されました。「友のために

自分の命を捨てること、これ以上に大きな愛はない」（１３節）イエスさまは友として御自分の

すべてを献げて、わたしたちに対する愛を示してくださいました。こんなにもストレートな、

嘘偽りない愛があるでしょうか。カルヴァンは「わたしたちは福音のうちに、開かれたキリス

トの心を所有しており、かれの愛を疑わず、容易に把握できるようにされている」と述べてい

ます。「開かれたキリストの心」こそイエスさまが友であることの証しに他なりません。 

 

そのようにイエスさまはわたしたちに心を開いてくださいました。ではわたしたちはどうでし

ょうか。心開いて、隠し事なく、嘘偽りなく、神さまに相対しているでしょうか。創世記のア

ダムとエバの物語を見ると、神さまとの約束を破ったアダムとエバは神さまの御前から姿を隠

します。「主なる神の顔を避けて、園の木の間に隠れると」（創世記３：８）とあります。すべ

てをさらけ出すどころか、神さまを避けて生きるようになる。心を開くことができない。そこ

にわたしたちの罪の姿があるように思います。それは神さまに対してだけではなく、人に対し

てもそうです。わたしたちは自分を偽り、見栄え良くしようとしていることがある。なかなか

自分の弱さをさらけ出すことができません。特に近年の傾向として、人に悩みを打ち明けたり、

相談することが少ない、そういう人が増えていると言われます。人に相談するのではなく、生



成 AI、チャット GPT（チャッピー）に相談する。人よりもその方が相談しやすいのかもしれま

せん。けれどもますます人は孤立していくばかりです。自分を開放する場所がないのです。そ

れがわたしたちの生きづらさの根底にあるのではないでしょうか。 

 

神さまはすべてをご存知です。わたしたちがどんなに神さまの御前に破れを抱え、弱さを抱え、

欠けのある存在であるか。顔向けできない者であるかということ。それでもイエスさまはわた

したちを「友」と呼んでくださるのです。いやだからこそイエスさまは「友」でいてくださる

のではないでしょうか。このようなわたしたちだからこそ。福音書で実際にイエスさまが弟子

を友と呼ぶところがあります。それはイエスさまが裏切られ逮捕される場面で、イスカリオテ

のユダに対してイエスさまが「友よ、しようとしていることをするがよい」（マタイ２６：５０）

と言われます。まさに自分を裏切るユダに対して「友よ」と言うのです。 

 

この場面を描いた絵画があります。１３〜１４世紀にイタリアで活躍したジョットという画家

が描いた『ユダの接吻』という絵です。ユダがイエスさまを抱擁しキスをしようとしている。

本来なら深い親愛の行為である抱擁とキスの裏側には、裏切りという卑劣な行為が隠れていま

す。またその絵では、多くの群衆が手に松明や剣や棒を持ってイエスさまを捕らえようとして

いる。武装して相手を威嚇する姿は、わたしたちの今の世界の姿でもあります。そのようにし

て自分を大きく強く見せることに躍起なのです。弱さをさらけ出させない。けれどもイエスさ

まは対照的に何も持たず丸腰であられる。そして「友よ」と呼びかけるのです。どこまでも友

であろうとされる。このイエスさまによって、わたしたちももっとありのままを神さまに委ね

ることができるのではないか。神さまの御前に自分を開放する。それは自由ということではな

いでしょうか。肩肘張って生きるのではない。もっと自由になる。「友」というのは、そういう

自由さを持って生きるということです。イエスさまが、あの十字架とよみがえりによって、神

さまとわたしたちの関係を修復してくださった。そういう関係を作ってくださったのです。 

 

さて、今日の箇所にはもう一つ印象深い言葉があります。「あなたがたがわたしを選んだのでは

ない。わたしがあなたがたを選んだ」（１６節）この流れで言えば、イエスさまはわたしたちを

友として選ばれたということです。顔と顔を合わせて自由に語り合う仲、自分をさらけ出して

いい関係の中にわたしたちを選んでくださった。それは何かに秀でているからではない。まっ

たく顔向けできない者であるにもかかわらず、友でいてくださる。そして神さまとそのような

関係に生きる者は、また隣人との関係においても、誰かの友となることができるのです。殺伐

とした世の中です。なかなか自分をさらけ出せない。騙し偽って、隠し事を秘めながら人と接

する。それゆえに素直に人を信じることができない。人を疑うことが当然のようになってしま

う世の中です。でもイエスさまが友でいてくださる時に、わたしたちも誰かの友でいることが

できる。心を開いて、自分を解き放つ場所になる。教会は何よりそういう場所です。そのため

にわたしたちはイエスさまによって選ばれ、誰かの友として生きるように任命されています。

裏切られても、馬鹿にされても、それでも「友よ」と呼ぶことができる。それは決してお人好

しではなく、尊いことではないでしょうか。 

 

天の父よ。罪ゆえにあなたに対して顔向けできない者です。それでもイエスさまがわたしを友

としてくださる幸いを覚えます。イエスさまによってわたしも誰かの友となるように選ばれて

いることを覚えさせてください。今日からの一週間も、自由に、進んで誰かの友であることが

できますように。主の御名によって祈ります。アーメン。 


